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１１１１    庄原特別支援学校庄原特別支援学校庄原特別支援学校庄原特別支援学校ホームページホームページホームページホームページのののの紹介紹介紹介紹介    

  本校では，特別支援教育に関する情報提供の充実にも取り組んでいます。その一つとして，本校ホームペー

ジから，知的障害のある児童生徒への授業づくりの御参考として，校内授業研究の取組経過（今年度の指導助

言者は，広島大学大学院 准教授 竹林地 毅 氏，広島県教育委員会事務局 特別支援教育課 指導主事 

西本 尚司 氏），小学部等の活動の紹介，高等部入学者選抜についての資料，過去の支援センターだよりな

ど様々な情報をダウンロードしていただけるようにしています。こちらも，何かお役に立てることがあれば，

と願いながら作っています。どうぞ御活用ください。 

 

 

 

 

  

 

 

 

 

 

 

 

 

 

庄原特別支援学校支援センターだより 

～地域との共同研究による特別支援教育の推進～ 

平成24年１月 

ＮＯ．19 発行 広島県立庄原特別支援学校支援センター 電話（0824）72－5111 

メールアドレス：soudan＠shobara-sh.hiroshima-c.ed.jp 

 

『庄原特別支援学校支援センターだより ～地域との共同研究による特別支援教育の推進～ ＮＯ．

19』のページを開いていただきありがとうございます。本年も，地域の特別支援教育のセンター的役割が

果たせるよう努力して参ります。どうぞ，よろしくお願いします。 

また，「地域の特別支援教育に関するセンター的役割に係るアンケート」については，御多用な中，快

くお引き受けいただき，地域の皆様が本校の取組を支えてくださっていることを改めて感じました。アン

ケートからいただいた御意見は，今後に生かしますので，引き続きよろしくお願いします。 

今号は，本校の教育について知りたいという御要望にお応えして，本校ホームページや第３回公開研修

会での本校実践報告パワーポイントなどの資料，平成24年２月10日に予定している公開授業研究会の御

案内について掲載させていただき，最後に算数に苦手さのある児童への指導例を御紹介いたします。 

① 庄原特別支援学校ホームページ，第3 回公開研修会資料紹介，公開授業研究会の御案内  ｐ１，２ 

② 算数の苦手な児童への支援例 ｐ３ 

校内授業研究の指導

助言，協議などを掲

載しています。詳しく

は次ページに。（①） 

こ
の
画
面
を
下
に
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し
て
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く
と
・・・・

 

公開授業研究会

の申込用紙はこ

ちらから，ダウン

ロードできます。 

平成 24 年度高等部入学者選抜の実施要項，

入学願書，調査書，受検票などがダウンロード

できます。次ページにも，掲載しています。 
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昨年，12 月 26 日

（金）に実施した

第３回公開研修会

の資料を掲載して

います。複数の教

員で授業を行う際

の工夫をまとめて

います。こちらも

ダウンロードでき

ます。お役に立て

ば幸いです。 

これまで発行した支援センター

だよりや，三次地区高等学校コー

ディネーター等研修会の資料な

どは，こちらからダウンロードで

きます。 

高等部入学者選抜関係の資料は，こちらからもダウンロード

できます。 

→① １ページ目で紹介した校内

授業研究会の様子です。２月1 0

日（金）には，公開授業研究会

で成果発表をします。当日は,

授業者以外の実践もポスター

発表で報告します。ぜひ，御来

校くださいませ。（申込用紙に

ついては，前頁に記載していま

す。） 
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視覚―空間能力の困難があると，「量の概念の理解が難しい」「図形や測定の学習が苦手」「筆算で桁を揃

えることが苦手」「数の大小の比較が難しい」「前後，左右などの位置関係の把握が苦手」などが見受けられ

ます。言語性能力の困難があると，「数字が読めない」「九九が覚えられない」「問題文の意味を捉えること

が苦手」などが見受けられます。 

支援法としては，それぞれの困難さに応じた対応が重要になります。更に，算数以外の場面でも，それぞれ

の苦手な力を伸ばすような学習が必要になります。また，見くらべたり，定規やコンパスを扱うなどの作業に

対しては，まず，見くらべやすくする配慮，操作を楽にする配慮が先に行う必要があります。（定規では，目

盛りを見やすくする定規なども市販されています。目盛りを交互に色分けをするアイデアもあります。コンパ

スなどでは，中心を固定する工夫により操作しやすくなります。） 

算数の苦手さの背景 

① 視覚―空間能力の困難によるつまずきがある場合 

② 言語性能力の困難によるつまずきがある場合 

算数の計算課題は得意なのですが，定規を操作したりする問題や，図形の問題が苦手です。その他の学習

では，絵を描くことも嫌がります。絵は思ったとおりに描けてないとの思いがあるようで，人に見せません。

漢字は，大まかには覚えていますが，正確に形を整えて書くことは苦手です。最近は，「一生懸命やっても

できない」と苦手な課題を拒否するようになりました。 

児童の様子 

① タイル，位取りシート，絵など，「数量」を目で見て捉える教材を用意する。 

② 角度，長さ，図形などは，プリントだけでなく，プリントに記載されているものと同じ角度，長さ，

図形などを厚紙を作っておき，あてはめて確かめられるようにする。 

③ 角度には，番号を付けておき，どの角度とどの角度を見比べているかを分かりやすくする。 

④ どんな順番で見比べるのかを書いておく。 

⑤ 点つなぎの課題を，短時間でも，継続して行う。 

⑥ 課題に入る前に，楽しく視覚―空間能力を伸ばす活動を取り入れる。 

例えばこんな支援が考えられます。 

今号も最後までお読みいただき，ありがとうございました。「庄原特別支援学校支援センターだより」 

に関するお問い合わせは，soudan＠shobara-sh.hiroshima-c.ed.jp まで，お寄せいただければ幸いです。 

① 

② ③ 

① 

② ③ 

重ねる練習。 

○ 的あてゲーム：ボールや輪などを，的に当てるゲーム。的までの距離，角度， 

配置を変えることで難易度を変えることができます。 

○ 風船バレー：風船でバレーボールをします。通常のバレーボールより，ゆっ 

くりと動くので，安心して見ることができます。 

○ 光の鬼ごっこ：暗くした部屋に座り，懐中電灯の光をあちこち動かし，子ど 

もにもう一つの懐中電灯で光を追いかけさせます。だんだん速く，広範囲に 

光を動かすようにします。 

○ 目でする隠れんぼ：ビー玉やドミノのような小さなものを部屋や遊び場に置 

き，椅子に座ったまま，目だけを使って見つけさせます。 

○ 室内釣りゲーム：棒の先にヒモを結び，ヒモの先に磁石をつけておきます。

好きな形に切り取った厚紙にもクリップを付けて，釣りをします。 

視覚―空間能力を伸ばす活動 

参考：監修者玉井浩 編著者 奥村智人・若宮栄司（2010）：「学習につまずく子どもの見る力―視力がよいのに見る力が弱い原因とその支援―」 

リサ・Ａ・カーツ著 監訳 川端秀仁 訳者 泉流星（2010）：「発達障害の子どもの視知覚認知問題への対処法 親と専門家のためのガイド」 

２２２２    算数算数算数算数のののの苦手苦手苦手苦手なななな児童児童児童児童へのへのへのへの支援支援支援支援例例例例    

 

 

 

 

 

 

   

  

 

 

   

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

  

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 


